
数学Ⅰ データの代表値 ( )年( )組( )番( )
だいひょうち

データの代表値
だいひょうち

データ全体の特 徴をわかりやすくするために，一つの値で 表すことがある。
ぜんたい とくちょう ひと あたい あらわ

このような値を代表値といい，( ) , ( ) , ( )等あたい だいひょうち など

がある。

中央値
ちゅうおうち

データを大きさの順に並べたとき，中 央にくる値を( )またはメジアンとおお じゅん なら ちゅうおう あたい

いう。データが偶数個のときは，中 央に並ぶ二つの値の合計を 2で割る。
ぐうす うこ ちゅうおう なら ふた あたい ごうけい わ

5人の生徒の試験前の学習時間(分)を調べると，10, 20,15, 0, 60であった。これを大き
にん せ い と しけ んま え がくしゅうじかん ふん しら おお

くなる順に並べる(昇 順 )と( , , , , )になる。じゅん なら しょうじゅん

データが奇数個なので，(1＋ )÷ 2＝( )番目の( ) が中央値になる。き す う こ ば ん め ちゅうおうち

8人の生徒の通学時間(分)を調べると，10, 15, 10, 30, 40, 60, 50, 20 であった。これを
にん せ い と つうがくじかん ふん しら

大きくなる順に並べると( , , , , , , , )になる。おお じゅん なら

データが偶数個なので( 1＋ )÷ 2＝ 4.5 になり，4番目( )と 5番目( )のぐ うすう こ ば ん め ば ん め

合計を 2で割った( ) が中央値になる。ごうけい わ ちゅうおうち

データが度数分布表で与えられている場合は，中央値が属する階 級の階級値になる。
どすうぶんぷひょう あた ば あ い ちゆうおうち ぞく かいきゅう かいきゅうち

偶数個で，中 央に並ぶ値が異なる階 級に属する場合は，その階級値の和を 2で割る。
ぐ うすう こ ちゅうおう なら あたい こと かいきゅう ぞく ば あ い かいきゅうち わ わ

最頻値
さ いひん ち

データの中で最も多く出ているデータの値を( )またはモードという。もっと おお で あたい

度数分布表では，度数が最大である階 級の階級値となる。
どすうぶんぷひょう ど す う さいだい かいきゅう かいきゅうち

問題 A データが次のような値であるとき，中央値と最頻値を求めよ。
つぎ あたい ちゅうおうち さ いひ んち

(1) 10, 20, 40, 30, 10 (2) 10, 20, 40, 50, 20, 30

中央値( ) 最頻値( ) 中央値( ) 最頻値( )ちゅうおうち さ いひ んち ちゅうおうち さい ひん ち

平均値
へ いきん ち

データの合計を全体の度数で割った値を( ) またはアベレージという。ごうけい ぜんたい ど す う わ あたい

データが度数分布表で与えられたときは，階級値と度数の積の合計を全体の度数で割る。
どすうぶんぷひょう あた かいきゅうち ど す う せき ごうけい ぜんたい ど す う わ

※個数が少ない場合や，極 端な値があるときは代表値として適当ではない。
こ す う すく ば あ い きょくたん あたい だいひょうち てきとう

問題 B 生徒のテストの点数がそれぞれ 74, 79, 81, 0, 75, 74, 82, 73, 70, 72点であった。
せ い と てんすう てん

平均点を求めよ。また，平均点以上だと喜んでいた A君(70点)の順位を求めよ。
へいきんてん もと へいきんてんいじょう よろこ くん てん じゅんい もと

問題 C 生徒の通学時間が，次の度数分布表のとき，中央値，最頻値，平均値を求めよ。
せ い と つうがくじかん つぎ どすうぶんぷひょう ちゅうおうち さ いひん ち へ いきん ち もと

階級(分) 階級値 度数 階級値×度数

以上 未満
0～10 5 5

10～20 15 8

20～30 25 4

30～40 35 1

40～50 45 0

50～60 55 2

合 計 20
ごう けい

問題 D 次の資料から日本国民の所得の代表値として，ふさわしい値を読み取りなさい。
つぎ しりょう にほんこくみん しょとく だいひょうち あたい よ と


